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毎晩苛［昌え健康も
週間10月10日

専惣鴨

10月10日は「体育の日」またこの日から16∃ま　　老後の準備は40代からといわれますが、これは

での1週間は「48歳からの健康週間」です。今年　　経済面に限ったことではありません。健康につい

から始まるこの週間は、壮年期からの健康づくり　　ても、老後への備えが必要です。かけがえのない

財産、健康を失わないようにしましょう。
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と成人病予防のための週間です。

人
間
は
動
物
で
す
か
ら
、
動
い
て

い
る
の
が
本
来
の
姿
で
す
。
食
べ
物

を
得
る
、
水
を
く
む
、
火
を
起
こ
す

…
ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
に
対
し
て
今
よ
り
も
〝
体

を
動
か
し
て
い
た
〟
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
こ
れ
ら
の
作

業
を
つ
ら
い
こ
〔
嫌
な
こ
と
と
感

じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
科
学
技
術
の

進
歩
は
、
こ
う
い
っ
た
労
働
か
ら
逃

れ
よ
う
と
し
た
努
力
の
積
み
重
ね
、

と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。楽

を
し
た
い
、
体
を
動
か
し
た
く

な
い
…
…
。
そ
の
結
果
、
蛇
口
を
ひ

ね
れ
ば
水
が
得
ら
れ
、
ス
イ
ッ
チ
一

つ
で
火
が
起
こ
る
と
い
っ
た
具
合
に

繰
り
返
し
行
う
労
働
か
ら
逃
れ
た
り

つ
ら
い
労
働
に
か
か
わ
る
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
〝
運
動
不
足
″

と
い
う
大
問
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
、
「
運

動
」
　
「
栄
養
」
　
「
休
養
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

全
国
に
住
む
百
歳
以
上
の
人
全
員

を
対
象
と
し
た
調
査
、
「
長
寿
者
保
健

栄
養
調
査
」
（
健
康
・
体
力
づ
く
り
事

業
財
団
）
の
結
果
か
ら
も
、
そ
の
こ

と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

ま
ず
、
長
寿
者
が
一
番
長
く
従
事

し
た
仕
事
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
過

ご
し
た
生
活
環
境
の
良
し
慈
し
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
体
を
動
か
す
こ
と

が
健
康
に
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

長
寿
者
が
一
番
長
く
従
事
し
た
職

業
の
五
二
・
三
％
は
農
林
業
で
す
。

次
い
で
商
売
な
ど
の
自
営
業
一
三
・

六
％
、
無
職
一
二
・
一
％
と
な
り
、

会
社
・
役
所
な
ど
の
勤
労
者
は
五
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
長
寿
者
が
「
中
年
以
降
の

生
活
の
中
で
心
掛
け
て
い
た
こ
と
」

は
、
①
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
　
㊥
規
則
正
し
い
生
活

を
す
る
よ
う
努
め
た
　
㊥
睡
眠
・
休

養
を
と
る
よ
う
に
し
た
　
④
食
事
に

気
を
つ
け
て
い
た
　
ー
　
の
頓
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

④
の
食
事
に
つ
い
て
詳
し
く
み
る

と
、
気
を
つ
け
て
い
た
と
す
る
こ
と

は
次
の
よ
う
な
事
柄
で
す
。
多
い
頓

に
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
が
偏
ら
な
い

●
三
回
の
食
事
を
規
則
正
し
く
と
る

●
暴
飲
暴
食
を
し
な
い

●
食
物
の
好
き
き
ら
い
を
し
な
い

●
塩
分
を
で
き
る
だ
け
と
ら
な
い

さ
ら
に
、
好
き
な
食
事
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
（
表
参
照
）
。

自
然
な
運
動
、
心
や
体
を
休
ま
せ

る
ゆ
と
り
、
野
菜
・
魚
・
肉
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、
こ
れ
が
長

け
つ

生
き
の
秘
訣
と
い
え
ま
す
。

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
一
年
に
一
度
は
受
け
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

〔
健
康
診
査
〕

4
0
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
年
七
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
検
尿
、
血
圧
測

定
、
医
師
の
診
察
。
精
密
検
査
で
は
、
肝

機
能
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の

血
液
検
査
と
心
電
図
で
す
。

成
人
病
の
よ
う
に
徐
々
に
病
気
の
進
む

も
の
は
長
い
間
、
病
気
の
進
行
に
気
づ
か

な
い
事
が
多
い
の
で
、
年
に
一
度
は
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。

〔
結
核
検
診
〕

1
8
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
健
康
診
査

の
時
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
な
い
、
結

核
検
診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
薬
の
進
歩
に
よ
り
、
結
核
で
亡

く
な
る
人
や
患
者
も
著
し
く
減

長寿者が好きな食べ物

順

位
料 理 名 （％ ）

1 野菜 の煮 物 33 ．6

2 刺　　　 身 2 0 ．6

3 寿　　　 司 17 ．2

4 煮　　　 魚 15 ．2

5 酢 の も の 12 ．2

6 味　 噌　 汁 8 ．6

7 カレーライス 8 ．3

8 餅 8 ．3

9 麺　　　 類 8 ．2

10 天　 ぷ　 ら 7 ．4

複数回答、11位以下略
「長寿者保健栄養調査」
（健康体力づくり事業財団）

受けよ　う健康診査
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
わ

い
病
気
で
す
。

〔
胃
ガ
ン
検
診
〕

4
0
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
年

三
回
実
施
し
て
ま
す
。

日
本
人
に
最
も
多
い
ガ
ン
で

す
べ
て
の
ガ
ン
の
約
三
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

〔
子
宮
ガ
ン
検
診
〕

3
0
歳
以
上
の
女
性
虻
対
象
に

年
三
回
実
施
し
要
す
。

女
性
に
は
胃
ガ
ン
．
に
次
い
で

多
い
ガ
ン
で
す
。
早
期
発
見
な

ら
ー
〇
〇
％
な
お
り
ま
す
。
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あ
な
た
は
健
康
で
す
か
1
こ
う

聞
か
れ
た
と
き
、
た
め
ら
い
な
く
「

は
い
」
と
答
え
ら
れ
る
人
が
何
人
い

る
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
質
問
を
全
国

の
二
十
歳
以
上
の
人
、
三
千
人
に
問

い
か
け
た
調
査
が
あ
り
ま
す
（
総
理

府
広
報
室
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
世
論
調
査
」
昭
和
五
十
七
年
十

月
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
自
分
は
健
康

で
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
半
数
以

下
の
四
六
・
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
国
民

健
康
調
査
」
　
（
厚
生
省
）
に
よ
れ
ば

国
民
の
八
・
一
人
に
一
人
が
、
何
ら

か
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
健
康
」
と
は
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
状
態
を
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
「
朝
の
目
覚
め
が
よ
い
」
　
「
食

欲
が
あ
る
」
「
通
じ
が
快
調
」
　
－
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
ま
挙
げ
た
よ
う
な

健
康
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
、
あ
る

い
は
意
識
す
る
〝
尺
度
″
が
あ
る
は

ず
で
す
。

あ
な
た
の

健
康
の
尺
度
は

あ
な
た
は
、
ど
う
い
う
状
態
な
ら

ば
健
康
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
、
と

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
調
査
」

（
鍵
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
団
）

で
は
、
健
康
の
状
態
を
次
の
五
つ
に

分
け
て
二
十
歳
以
上
の
人
約
五
千
人

に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

①
病
気
を
し
な
い
こ
と

㊥
日
常
生
活
が
支
障
な
く
行
わ
れ

る
こ
と

㊥
健
康
診
断
で
異
常
を
認
め
ら
れ

な
い
こ
と

④
快
食
・
快
眠
・
快
便
の
状
態
に

あ
る
こ
と

⑤
気
分
そ
う
快
に
毎
日
の
生
活
が

で
き
る
こ
と

そ
の
結
果
を
見
る
と
、
二
十
代
、

三
十
代
で
は
、
⑤
の
「
気
分
そ
う
快

に
毎
日
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
」
を

挙
げ
た
人
が
約
三
割
と
一
番
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
年
代

が
上
が
る
ほ
ど
、
①
や
⑧
の
「
病
気

を
し
な
い
こ
と
」
　
「
日
常
生
活
が
支

障
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
」
と
い
っ
た

健
康
に
対
し
て
消
極
的
な
答
え
が
多

く
な
り
ま
す
。

積
極
的
な

健
康
づ
く
り
を

健
康
と
は
何
か
　
－
　
「
西
暦
二
〇

〇
〇
年
ま
で
に
全
人
類
の
健
康
を
」

こ
れ
を
目
標
と
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
は
健
康
を
次
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
の
前
文
に
よ
れ
ば
、

健
康
と
は
「
単
に
疾
病
又
は
病
弱
の

存
在
し
な
い
状
態
を
表
現
す
る
も
の

で
な
く
、
広
く
肉
体
的
精
神
的
及
び

社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状
態
」
で

す
。健

康
と
は
単
に
〝
病
気
で
な
い
状

態
″
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
さ

ら
に
一
歩
進
め
て
、
「
体
を
常
に
ペ

ス
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
保
つ
」

と
い
う
、
積
極
的
な
健
康
づ
イ
り
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

＜
毎
日
食
べ
た
い

六
つ
の
基
礎
食
品
＞

1
、
魚
、
肉
、
卵
、
大
豆
　
－
　
良
質

な
タ
ン
パ
ク
質
の
供
給
源
で
す
。

2
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
骨
ご
と
食
べ

ら
れ
る
魚
　
－
　
主
に
カ
ル
シ
ウ
ム

の
供
給
源
で
す
。

3
、
に
ん
じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
、
か

ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
　
－

主
に
カ
ロ
チ
ン
　
（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
）

の
供
給
源
で
す
。

4
、
だ
い
こ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ

ト
、
み
か
ん
、
り
ん
ご
な
ど
の
野

菜
や
果
物
1
主
に
ピ
タ
、
ミ
ン
Ｃ

の
供
給
源
で
す
。

5
、
米
、
パ
ン
、
う
ど
ん
、
ス
パ
ゲ

テ
ィ
、
じ
ゃ
が
い
も
　
－
　
糖
質
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

6
、
て
ん
ぷ
ら
油
、
サ
ラ
ダ
油
、
バ

タ
ー
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
ー
ー
脂
肪
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

顔
で
す
。

進んで

〔
乳
ガ
ン
検
診
〕

3
0
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に

年
三
回
実
施
し
て
ま
す
。

乳
ガ
ン
は
欧
米
諸
国
に
多
い

ガ
ン
で
す
が
、
わ
が
国
で
も
徐

々
に
ふ
え
て
い
ま
す
。

〔
健
康
教
室
〕

健
康
の
自
主
管
理
を
効
果
的
に
実
行
す

る
た
め
、
食
事
、
運
動
を
中
心
に
六
回
コ

ー
ス
で
開
い
て
ま
す
。

〔
肥
満
教
室
〕

肥
満
度
五
度
以
上
の
人
を
対
象
に
、
ヤ

セ
る
た
め
の
食
事
の
量
や
カ
ロ
リ
ー
の
講

義
、
運
動
の
実
技
講
習
を
中
心
に
四
コ
ー

ス
で
開
い
て
い
ま
す
。

〔
健
康
相
談
〕

各
地
区
の
公
民
館
で
実
施
。
検
尿
、
血

圧
測
定
、
塩
分
テ
ス
ト
を
行
な
い
検
査
結

果
を
も
と
に
、
注
意
事
項
の
説
明
を
し
ま

す
。
ま
た
健
康
に
対
す
る
個
人
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

毎日の生活に取り入れましょう

体力づくり10か条
①　3喝までの上り下りにはエレベ

ーターを使わない。

⑧　前かがみの姿勢の外股歩きをや

め、腰を押しだすようにさっさ
と歩く。

⑨　落ちているものを拾う時は、膝

のバネを使って拾う。

④　まめに動く。

⑤　靴下の脱軍国きは、片足立ちで。
⑥　笑いと歌壷忘れずに。

⑦　階段を上がる時は、手すりにつ

かまらない。

⑧　自然との接触の機会を多く持つ。

⑨　イライラ、クヨクヨ、ドキドキ
＼

は少なくする。

⑲　自分自身に適した健康法を用意

する0文部省仁子ボーッを生涯
の友に」（中高年編）より



収
入
役
に
山
本
正
志
氏
が
就
任

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
鞭
経
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

久喜
月
五
日
、
水
巻
町
議
会
本
会
議
が

開
か
れ
、
豊
沢
停
三
氏
の
任
期
満
了
に

よ
り
空
席
と
な
っ
て
い
た
収
入
役
に
、

新
し
く
、
前
住
民
課
長
の
山
本
正
志
氏
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が
決
ま
り
ま
し
た
。

〔
山
本
収
入
役
〕
　
こ
の
た
び
町
議
会

の
ご
同
意
を
頂
き
ま
し
て
、
収
入
役
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
、
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
共
に
収
入
役
の
職
務
の

重
大
き
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
お
預
り
す
る
大
切

な
町
の
公
金
の
出
納
管
理
に
当
っ
て
は

諸
法
令
に
も
と
ず
き
厳
正
に
対
処
し
、

職
責
を
果
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

略

生
年
月
日

現
住
所

学
　
　
歴轍

昭
和
2
3
年

昭
和
3
5
年 歴昭

和
4
年
3
月
2
2
日

水
巻
町
大
字
頃
末

直
方
商
業
学
校
卒
業

歴
水
巻
町
雇

民
生
謀
福
祉
係
長

昭
和
4
3
年
　
議
会
事
務
局
長

昭
和
5
4
年
　
水
道
課
長

昭
和
5
8
年
　
住
民
課
長

交
通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

9
月
は
更
新
期
間
で
す

交
通
事
故
は
年
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。
万
一
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
と
き
の
た
め
、
最
高
百
万
円
の
共
済
見
舞
金
が
受
け

ら
れ
る
交
通
共
済
に
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
九
月
は
更
新
月
　
－
　
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
更
新
手
続

を
し
て
下
さ
い
。

▽
加
入
資
格
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
人

▽
出
資
金
一
世
帯
百
円
（
初
め
て
加
入
す
る
世
帯
の
み
）

▽
共
済
掛
金
一
人
年
額
三
百
六
十
円

▽
共
済
期
間
　
1
0
月
1
日
か
ら
来
年
9
月
3
0
日
ま
で
の
一
年
間

▽
共
済
見
舞
金
一
万
四
千
円
か
ら
百
万
円
ま
で

☆
6
5
歳
以
上
の
人
は
無
料

満
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
掛
金
を
町
が
負
担

し
ま
す
。
一
度
申
請
手
続
き
を
さ
れ
る
と
、
毎
年
自
動
的
に
更

新
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
な
い
人
は
、
印

鑑
を
持
参
さ
れ
役
場
住
民
係
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
（
お
た
ず
ね
は
、
役
場
住
民
係
へ
）

切に道路標識を大
道路標識週間10月1日－6日

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
全

国
一
斉
に
「
道
路
模
識
週
間
」
が
始
ま

り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
車
を
運
転
さ
れ
る
時
に
は

い
ろ
ん
な
通
路
標
識
に
目
を
配
り
な
が

ら
走
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特
に
、
案
内
標
識
は
現
在
位
置
や
行
先

距
離
な
ど
を
示
し
、
私
た
ち
を
目
的
地

ま
で
的
確
に
誘
導
し
て
く
れ
ま
す
。
目

的
地
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

安
心
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全

な
走
行
が
で
き
る
の
で
す
。

案
内
標
識
が
な
か
っ
た
ら
迷
走
や
遠

回
り
が
多
く
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安

に
よ
る
交
通
事
故
が
ふ
え
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
案
内
標
識
は
大

切
な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
道
路
棟
識
（
特
に
案
内
標

識
）
の
点
検
、
整
備
に
努
め
て
い
ま
す

皆
さ
ん
も
、
棲
識
に
つ
い
て
ご
意
見
、

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
北
九
州

土
木
事
務
所
（
箇
6
9
1
・
2
㍗
6
1

）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

1
0
月
の
詣
震
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

　

1

0

月

9

日

、

1

0

月

1

6

日

、

1

0

月

2

3

日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

危
険
物
の
取
扱
作
業

に
関
す
る
講
習
会

▽
議
習
期
日
及
び
場
所

1

1

月

2

6

日

1

1

月

2

7

日

1

2

月

4

日

1

2

月

5

日

1

2

月

6

日 一一
飯
塚
地
区
消
防
本
部

東
筑
紫
短
期
大
学

（
小
倉
北
区
）

▽
検
査
日
時
及
び
場
所

☆
1
0
月
1
日
（
月
）

1
0
時
～
1
2
時
　
樋
口
公
民
館

1
3
時
～
1
6
時
　
吉
田
二
公
民
館

☆
1
0
月
2
日
（
火
）

1
0
時
～
1
6
時
　
町
民
会
館

代
替
え
教
員
を
募
集

小
・
中
学
校
に
お
い
て
出
産
な
ど
の

た
め
、
教
員
の
休
務
に
供
う
代
替
え
講

師
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
年
令
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

▽
小
中
学
校
の
免
許
状
所
有
者

詳
細
に
つ
い
て
は
水
巻
町
教
育
委
員

会
、
ま
た
は
県
教
育
庁
北
九
州
教
育
事

務
所
学
校
教
育
課
（
含
0
9
4
9
2
・

5
・
1
2
0
0
）
　
に
お
た
ず
ね
下
さ
い

▽
受
付
の
期
日
及
び
場
所

1

0

月

4

日

1

0

月

5

日

北
九
州
市
消
防
局

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
都
消
防
本

部

予

防

係

（

魯

2

9

3

・

1

2

3

1

）
　
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

計
量
器
定
期
検
査

計
量
法
に
よ
り
取
引
又
は
証
明
に
使

用
す
る
計
量
器
（
は
か
り
・
お
も
り
）

は
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

骨
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
を
受
け
て
い
な
い
計
量
器
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
受
検
く
だ

献血にご協力を！
日　時　9月29日田10時～16時

場　所　アピロス水巻店（樋口）

北九州赤十字血液センター

水巻町社会福祉協議会

＼

与主　催

さ
い
。
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みんなの力で…

川をきれいに
河川浄化運動月間　9月21日～10月21日

河
川
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
の

風
物
で
あ
る
と
共
に
、
飲
料
水
を
は
じ

め
と
す
る
私
た
ち
の
生
活
用
水
の
水
源

と
し
て
、
昔
か
ら
私
た
ち
の
生
活
と
切

り
離
せ
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
河
川
は
工
場
廃

液
や
生
活
廃
水
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
や
そ

の
他
の
汚
物
の
投
棄
に
よ
っ
て
き
た
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
工
場
廃

液
に
つ
い
て
は
法
律
で
一
定
の
規
準
が

決
め
ら
れ
、
監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
家

庭
廃
水
も
、
次
の
こ
と
を
守
り
1
み

ん
な
で
き
れ
い
な
川
に
し
ま
し
ょ
う
。

●「流し」には、日の細い綱などをつ
けて、食品カスなど流さないよう
にしましょう。

●食品カスは残飯入れに移し、ゴミとして
出しましょう。

●石けんを使いましょう。

●よく計って使いましょう。

●食用廃油を流さないようにしまし
ょう。

『
い
式
日
Ｊ
Ｐ
い
い
い
い
再
Ｈ
ｒ
ボ
い
い
裏
ｕ
Ｊ
ｒ
小
ボ
小
Ｈ
。
い
い
い
い
唇
Ｈ
ｒ
ヂ
“
再
ｕ
Ｊ
ｒ
い
式
日
“
。
い
い
い
い
唇
‖
ｒ
い
ゞ
い
輯
ｈ
Ｊ
ｒ

水
巻
町
職
員
採
用
試
験

筈
票
差
人
員

一
般
事
務
職
員
　
　
若
干
名

盈
　
▽
受
験
資
格

‖
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

㌶
　
　
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

濫
　
用
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

盟
　
ア
…
絹
師
机
納
招
い
者

．
ｈ
鴇
Ｊ
ｒ
小
い
い
Ｊ
如
Ｕ
ｕ
Ｊ
Ｕ
小
Ｊ
Ｐ
ユ
Ｈ
ｑ
Ｈ
ｈ
Ｍ
Ｈ
Ｌ
Ｈ
叩
ｒ
い
い
い
い
睾
ｒ
い
い
弐
ｈ
Ｈ
Ｈ
叩
Ｈ
ｈ
Ｈ
い
い
い
い
は
Ｈ
Ｊ
Ｈ
Ｈ
用
事

た
者
。

イ
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当

す
る
者

▽
受
験
手
練
お
よ
び
受
付
期
間

の
申
込
先

水
巻
町
役
場
総
務
課
人
事
係

用
受
付
期
間

9
月
1
2
日
～
1
0
月
4
日

平
日
8
時
3
0
分
～
1
7
時
ま

で
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で

Ｐ
小
．
軸
ｒ
ｎ
Ｈ
ｒ
い
い
い
い
は
Ｈ
Ｉ
Ｈ
ｈ
用
い
い
い
小
声
蛸
ｈ
闘
ｒ
い
い
い
い
止
帽
Ｈ
ｈ
ｕ
Ｊ
ｒ
い
い
い
い
止
汀
ｈ
叩
い
小
一

▽
試
験
白
　
1
1
月
4
日
（
日
）

▽
申
込
の
方
法

申
込
用
紙
は
水
巻
町
役
場
総
務

課
人
事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
く
だ
さ

い
。
な
お
写
真
は
受
験
票
に
は
、

は
ら
ず
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
試
験
の
問
い
合
わ
せ
は
水
巻
町
役

〝．＿＿，”．．＿＿．…．＿＿…”＿＿′．＿＿＿．ｌｉ

場
総
務
課
人
事
係
（
含
2
0
1
・
芸

4
3
2
1
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下

、

－

…

－

！

…

ｉ

－

三

、

．

1

－

…

ｉ

Ｉ

．

…

－

－

、

む

さ
い
。

．
一

家
庭
教
育
学
級

「
家
庭
に
お
け
る
親
の
責
任
と
役

割
」
　
「
家
庭
環
境
と
子
ど
も
の
成
長
」

を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
ま
す
。

☆

1

0

月

5

日

　

　

1

0

時

～

1

2

時

児
童
心
理
「
反
抗
期
に
対
し
て
」

福
岡
教
育
大
学

教
授
　
岡
村
二
郎
先
生

☆

1

0

月

1

1

日

　

　

1

0

時

～

1

2

時

「
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
」

中
間
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー

木
太
　
直
先
生

☆
1
0
月
2
5
日
　
　
1
0
時
～
1
2
時

「
上
手
な
叱
り
方
　
は
め
方
」

元
北
九
州
市
教
育
委
員

時
枝
悦
子
先
生

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
水
巻
町
民
会
館

（
日
本
間
）
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
聴
講
下
さ
い

国
民
金
融
公
庫

第

2

土

曜

日

は

休

業

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
十
月
か
ら
毎

月
の
第
二
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
り
ま

す
。
ご
利
用
の
万
は
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。鮎

か
の
拍
団
地
を
分
譲
示

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
「
お

か
の
台
」
と
「
鯉
口
」
の
分
譲
住
宅
の

募
集
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
お
か
の
台
団
地
　
七
戸

．
．
〇
価
額
　
二
、
〇
二
七
万
円
～

二
、
二
一
五
万
円

○
宅
地
面
積
　
二
三
四
が
～

二
六
七
が

☆
現
地
案
内
所
箇
2
0
2
・
0
8
4
2

▽
鯉
口
団
地
七
戸

○
価
額
二
、
〇
五
二
万
円
～

二
、
四
一
〇
万
円

○
宅
地
面
積
二
四
四
が
～

二
七
八
が

☆
現
地
案
内
所
管
2
0
2
・
7
7
4
2

卓
球
愛
好
者
募
集

水
巻
町
卓
球
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
初
心
者
も
歓
迎

入
会
ご
希
望
の
方
は
役
場
内
・
芳
賀
（

魯
2
0
1
・
4
3
2
1
内
線
6
1
5

）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

増
改
築
の
す
べ
て
が
わ
か
る

福
岡
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー

福
岡
県
住
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
、
増
改

築
の
す
べ
て
が
わ
か
る
「
福
岡
ホ
ー
ム

シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1

0
月
ｌ。
。
日
～
2
1
日

午
前
1

0
時
～
午
後
5
時

▽
会
場
福
岡
市
東
区
箱
崎
ふ
頭

住
宅
セ
ン
タ
ー
展
示
場

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
佐
賀
県
伊
万
里
市
二
里
町

大
里
字
神
林
甲
二
二
二
六
の
一

〇
届
出
先
伊
万
里
市
役
所
都
市
計
画

係
（
含
0
9
5
5
2
・
3
・
2
1
1

ｒ
・
内
線
3
4
6
）

○
届
出
期
限
5
9
年
9
月
3
0
日
ま
で

▽
所
在
地
大
分
県
日
田
市
大
字
北
豆

田
字
瀬
戸
口
八
五
一
、
八
五
二
番
地

○
届
出
先
仁
田
野
益
二
郎
（
審
0
9

7
3
・
2
4
・
2
2
0
0
3
）

○
届
出
期
限
5

9
年
1
0
月
ｌ
日
ま
で
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歌や踊り…各地区で多彩な催し

アルミ缶348，500個

あなたの物も入っていませんか？

車
の
中
で
飲
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き

カ
ン
あ
な
た
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

ま
さ
か
1
窓
か
ら
ポ
イ
と
捨
て
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

九
月
二
日
、
町
内
一
斉
に
行
な
っ
た

空
き
カ
ン
・
空
き
ビ
ン
回
収
運
動
で
は

車
五
台
エ
バ
、
九
七
〇
毎
が
奨
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ア
ル
ミ
缶
だ
と
な
ん
と
三

四
万
八
、
五
〇
〇
個
に
な
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
あ
な
た
の
捨
て
た
物

も
入
っ
て
い
る
の
で
は
　
ー
。

秋
　
－
　
行
楽
の
季
節
で
す
。
旅
の
恥
は

掻
拾
と
ば
か
り
、
散
ら
か
し
は
禁
物
。
ゴ

ミ
は
、
ゴ
ミ
箱
に
き
ち
ん
と
拾
て
る
か
家

ま
で
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う
。

お年寄りと、子供たち、一緒に水巻音頭を

元気に踊ります。

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
永

年
家
族
や
社
会
の
た
め
に
働
い
て
こ
ら

れ
た
お
年
寄
り
を
敬
う
日
で
す
。

水
巻
町
内
の
各
地
区
で
は
、
お
年
寄

り
を
招
い
て
多
彩
な
祝
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
を
持
ち
込
ん

で
の
、
の
ど
自
慢
、
中
で
も
孫
た
ち
の

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
、
目
を
細
め
て

睾
ん
で
い
ま
し
た
。

町
内
の
七
〇
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は

千
八
百
九
十
三
人
、
九
〇
歳
以
上
の
万

は
十
八
人
お
ら
れ
ま
す
。
も
う
役
目
は

終
わ
っ
た
と
、
楽
隠
居
を
決
め
こ
ま
ず

趣
味
を
見
つ
け
た
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
ん
だ
り
〝
生
き
が
い
や
心
の
…

は
り
″
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
来

年
も
元
気
に
そ
ろ
っ
て
敬
老
会
に
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

カ
メ
レ
オ
ン
が
仲
間
入
り

ヽ
■
．
．
Ｊ

．
′禾頃

、
三
一
動
物
園
の
あ
る
頃
末
小
学
校
に
カ

メ
レ
オ
ン
一
匹
が
仲
間
入
り
し
、
児
童
の

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
メ
レ
オ
ン
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

産
で
体
長
二
十
五
㌢
。
同
小
学
校
の
用
務

貝
・
井
塚
清
美
さ
ん
の
知
人
が
「
子
供
た

ち
の
教
材
に
」
と
、
夏
休
み
中
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
も
の
で
す
。

職
員
室
前
の
廊
下
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に

入
れ
ら
れ
た
、
カ
メ
レ
オ
ン
。
バ
ッ
タ
、

ハ
エ
の
生
き
た
も
の
が
大
好
物
。
長
い
舌

で
パ
ク
リ
と
食
べ
、
遠
く
離
れ
た
日
本
で

元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

広
さ
千
二
百
平
方
㍍
の
、
三
【
動
物

児童に人気のカメレオン

園
に
は
ウ
サ
ギ
、
ク
ジ
ャ
ク
、
バ
ツ

カ
ン
な
ど
約
二
十
五
種
の
動
物
約
三

百
匹
が
飼
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
カ
メ

レ
オ
ン
が
た
だ
今
、
人
気
独
占
中
。

「
あ
っ
、
色
が
変
わ
っ
て
き
た
」

「
長
い
舌
で
、
ピ
ユ
ツ
と
虫
を
取
っ

た
よ
」
。
休
み
時
間
は
カ
メ
レ
オ
ン

の
前
は
子
供
た
ち
の
山
。
新
学
期
を

迎
え
た
子
供
た
ち
は
、
こ
の
新
し
い

仲
間
に
大
事
び
で
す
。
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ひろげよう

友情の輪

食
事
は
や
っ
ぱ
り
食
べ
る

方
が
い
い
や
1
。
英
彦
山

青
年
の
家
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

食
事
の
備
準
で
に
ぎ
や
か
。

夏
休
み
中
の
八
月
二
十
三

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
二

泊
三
日
の
キ
ャ
ン
プ
研
修
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

将
来
、
地
域
や
サ
ー
ク
ル
の

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
よ
う
と

作るより食べる方がイイヤ！

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

出
場
者
を
募
集

誰
で
も
す
ぐ
に
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
か
ら
、

四
人
～
五
人
・
一
組
で
誘
い
あ
わ
せ
て
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
5
9
人
が

英
彦
山
で
キ
ャ
ン
プ
研
修

▽
日
　
時

▽
会
　
場

▽
種
　
目

▽
申
込
み

▽
服
　
装

1

0

月

2

日

　

9

時

3

0

分

か

ら

町
民
体
育
館
（
お
か
の
台
）

①
3
0
歳
以
上
の
部
　
㊥
4
0
歳
以
上
の

部
　
③
5
0
歳
以
上
の
部

当
日
会
場
で
受
付
け
ま
す

軽
装
で
ズ
ッ
ク
持
参
の
こ
と

このブドウおいしそうだ

ナ－。早く食べたいわ0

町
教
育
委
員
会
の
主
催
で
開
設
さ
れ
た

「
少
年
教
室
」
の
実
習
教
育
。

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
テ
ン
ト
の
設
営
、
食
事
の
準
備
。
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
登
山
を
楽
し
み
、
自

然
の
中
で
、
楽
し
い
中
間
づ
く
り
が
で

き
、
参
加
し
た
五
十
九
名
の
大
き
な
友
情

の
輪
が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
輪

が
地
域
で
、
も
っ
と
大
き
く
広
が
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

町の人　口
（59年8月末現在）

人　口　　　　29，534人

男　　　　14，397人

女　　　　15，137人

世帯数　　　　9，497世帯

（8月の異動）

転入151人
転出140人

10月　のス　ポー　ツ行事

日 曜 時　 間 行　　 事　　 名 会　　　 場 主　　　 催

2 火 9 ：30 家庭婦人 町民体育館 町健康づくり
ビーチボールバレー大会 推進協議会

10 祝 9 ：00 第12回少年団バレー大会 町民体育館 町スポ少本部

14 日 8 ：30 体 育 の 日 競技大 会
要田揉 琵警是 町　公　民　館

26 金 9 ：00 後期ゲートボール大会 町ゲート
ボｒル場

町　公　民　館

※　年度当初の予定と一部変更があります0

県大会参加者募集

一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
年
の
主
張
全
国
大

会
の
福
岡
県
大
会
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

▽
参
加
資
格
　
昭
和
3
4
年
1
月
1
6
日
か
ら
昭
和
4
4
年
4
月

ｌ
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
性
別
・
職
業
∴
学
歴
・

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
応
募
方
法
　
こ
と
し
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
は
　
①

青
春
・
こ
こ
に
打
ち
こ
む
　
㊥
わ
た
し
の
生
き
方
を
変

え
た
も
の
　
㊥
い
ま
、
日
本
人
の
ひ
と
り
と
し
て
の
三

つ
で
す
。

出
場
希
望
の
方
は
、
五
分
以
内
で
収
ま
る
よ
う
に
意

見
を
ま
と
め
た
原
稿
（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
枚
程

度
）
を
1
0
月
1
9
日
ま
で
に
送
っ
て
下
さ
い
。

▽
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
九
州
放
送
局
「
青
年
の
主
張
」
係
（
北
九

州
市
小
倉
北
区
大
門
　
支
5
6
1
・
4
3
8
1
）
　
へ
。

（おわび）

県民水泳大会の結果を掲載しましたが、次の方

の成績がもれていましたｏ

Ｃ女子50桝バタフライ

三位　森田きよ（苫田）33秒80大会新

夢抄ｇ対談
ｔｒ

同和問題に

ついての

意識調査結果

住
民
の
み
な
さ
ん
の
同
和
問
題
へ
の
認

識
を
深
め
る
た
め
、
テ
レ
ビ
対
談
が
放
送

さ
れ
ま
す
。
．
ｔ

内
容
は
、
昭
和
5
2
年
及
び
昭
和
5
8
年
に

実
施
し
た
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
調

査
結
果
を
も
と
に
、
同
和
問
題
に
対
す
る

県
民
の
意
識
の
変
化
と
現
状
を
説
明
し
、

併
せ
て
今
後
の
万
策
等
に
つ
い
て
述
べ
て

も
ら
う
も
の
で
す
。

▽
日
　
時
　
9
月
2
9
日
（
土
）

り
年
前
1
0
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時
2
5
分

▽
放
送
社
　
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送

▽
対
談
者

愛
知
大
学
教
授
　
て
＼
山
本
　
萱

奈
良
教
育
大
学
教
授
　
中
川
喜
代
子

福
岡
県
同
和
対
策
局
長
　
今
泉
　
賢
三

県
教
委
指
導
第
二
部
長
　
渕
上
　
雄
幸
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保
健
　
衛
当
だ
よ
り
　
間
し
㌶
　
衛
生
係

母
子
手
帳
の
交
付

▽

日

時

　

1

0

月

1

日

1

0

月

1

5

日
午
前
1
0
時

そ
の
他
個
人
相
談

※
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人

の
気
に
入
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を
一
つ
持

参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

Ⅲｌ＝日日刷1

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

4
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
5
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
4
カ
月
児
（
5
9
年
5
月
1
1
日
か
ら

5
9
年
6
月
7
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て

ハ
ガ
キ
で
個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入

の
う
え
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
本

人
の
気
に
入
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を
一
つ
持

参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転

入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い
万
は
、

衛
生
係
へ
連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
8
日
（
月
）

午
後
1
時
～
年
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
7
カ
月
児
か
ら
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

1
歳
6
カ
月
児
健
康
相
談

▽

日

時

　

1

0

月

1

日

1

0

月

1

5

日 午
後
1
時

～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
児
　
1
歳
6
カ
月

～
1
歳
8
カ
月
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談

※
受
診
者
に
は
、
歯
科
検
診
無
料
券

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

地
区
別
健
康
相
談

▽
日
時
と
場
所

☆
1
0
月
9
日
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
高
松
団
地
公
民
館
」

玲
1
0
月
2
5
日
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
猪
熊
公
民
館
」

玲
1
0
月
2
9
日
（
月
）
　
1
0
時
～
1
1
時

「
頃
末
公
民
館
」

▽
健
康
相
談
の
内
容

検
尿
、
血
圧
測
定
、
塩
分
テ
ス
ト

（
朝
作
っ
た
〝
み
そ
汁
″
を
少
々
持

参
く
だ
さ
い
）
、
検
診
結
果
の
説
明

※
健
康
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

〔

成
人
病
検
診

▽
日
時
　
1
0
月
2
7
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
高
松
団
地
公
民
館

▽
内
容
　
〇
一
般
検
診
＝
検
尿
、
血
圧

測
定
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師

の
診
察
　
　
○
精
密
検
査
＝
血
液

検
査
、
心
電
図
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
検
査
、
血
糖
検
査

▽
料
金
一
般
検
診
　
無
料

精
密
検
査
　
5
百
円

▽
申
込
み
方
法

昨
年
受
診
さ
れ
た
万
は
、
電
話
で

の
予
約
も
よ
ろ
し
い
で
す
。
初
め
て

受
診
さ
れ
る
方
は
、
役
場
衛
生
係
で

問
診
票
を
取
り
ま
す
の
で
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。

10月　の保健ごよみ

お
談

と
相

て
の

日 曜 事　　 業　　 名 時　　 間 場　　　 所 保　健　 所　業　務

1 月 母子手帳交付 10 ：00～ 役場西別館 狂犬病注射（二公民館、

1歳 6 ヵ月児健診 13：00～14 ：00 伊左座、二町住、みずほ）

2 火
狂犬病注射 ．（下二
町住、下二、立屋敷、机）

3 水
狂 犬病注射 （古賀

、猪熊町住、猪熊、樋口）

4 木
狂犬病注射 （吉田二、吉

田三、吉田一、町民会館）

5 金 4 カ月児健診 13 ：00～14：00 役場西別館

8 月 7 ヵ月児健診 13 ：00～14 ：00 役場西別館

9 火
地区別健康相談 10 ：00～11 ：00 高松団地公民館
小児マヒ生ワク授与 13 ：30～14 ：30 町民会館

15 目
母子手帳交付

1歳 6 ヵ月児健診
ことばの相談

10 ：00～
13 ：00～14 ：00
14 ：00～

役場西別館

19 金 乳幼児療育訓練 13 ：00～15 ：00 遠賀保健所（予約制）

25 木 地区別健康相談 10 ：00～11 ：00 猪熊公民館
ろ王犬病注射
（下二町住、吉田二、

猪熊、町民会館）

27 土 成人病検診 9 ：00～11：00 高松団地公民館

29 月 地区別健康相談 10：00～11：00 頃末公民館

子
供
が
一
歳
六
カ
月
位
に
な
る
と
、

ワ
ン
ワ
ン
、
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
な
ど
身
近

な
動
物
を
指
さ
し
て
言
え
る
よ
う
に
な

り
、
二
歳
に
な
る
と
簡
単
な
会
話
が
で

き
ま
す
。

子
供
の
発
達
は
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階

を
経
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
今
、
こ

と
ば
が
「
お
そ
い
」
と
か
「
で
な
い
」

と
か
、
「
お
ち
つ
き
が
な
い
」
と
か
、

そ
ん
な
心
配
を
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん

は
い
ま
せ
ん
か
？

次
の
と
お
り
、
こ
と
ば
の
相
談
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
日
時
　
1
0
月
1
5
日
（
月
）

午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
申
込
み
　
役
場
衛
生
係
に
電
話
で
も

よ
ろ
し
い
の
で
予
約
く
だ
さ
い
。

（

愛

の

贈

物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会

福
祉
協
諸
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
み
ず
ほ
団
地
　
故
安
武
ミ
サ
下
殿

ｔ

ｌ

ｌ

－

▼

安
武
辰
塵
殿
∵

○
芦
屋
町
山
鹿
　
故
浜
中
　
桂
子
殿

浜
中
茂
足
殿
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10月のし尿汲取予定日

1日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区
2日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区・吉田三5
区、猪熊10区

4日　頃末（22、24区）、吉田二（1、2区）、

吉田三（2、5区）、猪熊3区

5日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、月
2回まわり（太洋社、環境整備センター）猪

熊（2、4、5区）
6日　新生街（山ノロ団地）、頃末（15、25区）、

猪熊（2、3、10区）吉田三（緑風園）、

8日　頃末（5、15、17、18、19、20、21、松栄

荘）

9日　頃末（9、10、12、18、20、21区、松栄荘、

水巻苑）、美吉野、下二、伊左座、立屋敷

11日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

二　工場団地）、下二、二、吉田二（1、8区、
川端通り、本村）、頃末6区、美吉野

12日．吉田二（3、4、5、6、13、14、15、16
区）、二、頃末（11、14区）、美吉野

13日　吉田二（3、4、5、6、7、8、9区、

イワゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、机

社宅、立屋敷、古賀、新生街

15日　下二町住、二町住、吉田一（商店街）、吉

．田三（車返し）

16日　吉田団地（37～43、46－52枚）、二町住、
古賀、机

17日　吉田団地（19～22、27－36、44、45、53～

57、86、94－101棟）、古賀、机

18日　吉田団地（1－6、8～10、12、16－18、

23～26、60～65、83－85、102～104、109～

113横）、†樋口（中井樋口、卯月）

19日　吉田団地（7、11～15、66～73、75－82、

87－93、105、108棟）、樋口、月2回まわり

（環境整備センター）

20日　吉田団地分譲、下二（1、2、3区）、月

2回まわり（太洋社）、猪熊町住

22日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）

古賀県住

23日　二、伊左座、猪熊（4、8、9区）

24日　二（1二が壇）、伊左座（3、5区）、下二

（4、10区、双葉荘）

25日　下二（5、6、7区）、猪熊、樋口

26日　みずほ団地、樋口（赤水、川端通り）

27日　みずほ団地、猪熊（4区一部）、樋口（7、

誓）＿お貴い＿

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい・

犬が噛みつく事故がおこ－っています0

▽
対
象
児

生
後
三
カ
月
か
ら
四
歳
ま
で
の
乳

幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て
な

い
か
、
又
は
一
度
だ
け
し
か
服
用
し

て
な
い
子
供
。
（
3
カ
月
か
ら
1
8
カ

月
ま
で
に
服
用
す
る
の
が
一
番
望
ま

し
い
。
二
回
服
用
し
て
完
了
）

▽
実
施
日
時
及
び
場
所

○
日
時
　
1
0
月
9
日
（
火
）

受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

○
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

▽
注
意
事
項

○
当
日
は
「
母
子
手
帳
」
を
必
ず
持

参
す
る
こ
と
。

○
前
日
ま
で
に
「
問
診
票
」
を
役
場

衛
生
係
窓
口
に
取
り
に
来
る
こ
と
。

○
問
診
票
に
必
ず
捺
印
す
る
こ
と
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
現
在
、
熱
が
あ
っ
た
り
下
痢
を
し

て
い
る
子
供
。

○
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
風
疹
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過
し

て
な
い
子
供
。

〇
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供
。

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
又
は
、
慢
性
疾

患
に
か
か
り
体
調
の
惑
い
子
供
。

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種

▽
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
の
人

▽
実
施
期
間
　
1
1
月
1
日
～
1
2
月
1
5
日

▽
実
施
場
所
　
町
内
の
各
開
業
医
院
の

診
療
時
間
内
に
受
け
て
下
さ
い
。

Ⅲｌ川Ⅲ…Ｉ

小
児
マ
ヒ
予
防
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

▽
接
種
方
法
　
2
週
間
か
ら
4
週
間
の

間
隔
で
二
回
接
種
の
こ
と

▽
料
金
一
回
に
つ
き
七
百
三
十
円
。

但
し
、
生
活
保
護
世
帯
、
町
県
民

税
が
均
等
割
以
下
の
世
帯
、
及
び

中
学
生
以
下
の
児
童
及
び
就
学
前

の
幼
児
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
接
種
を
希
望
さ
れ
る
万
は
、
役
場

衛
生
係
に
問
診
票
を
取
り
に
来
て
下

さ
い
。
な
お
、
一
般
有
料
分
は
各
医

院
に
も
お
い
て
あ
り
ま
す
。

㊥
問
診
票
に
必
ず
捺
印
す
る
こ
と
。

㊥
当
日
の
朝
、
必
ず
体
温
を
計
っ
て

受
け
て
下
さ
い
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
熱
の
あ
る
人

○
慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
、

体
が
著
る
し
く
衰
弱
し
て
い
る
人
。

〇
一
カ
月
以
内
に
麻
疹
、
お
た
ふ
く

風
、
水
痘
な
ど
に
か
か
っ
た
子
供
。

○
現
在
、
妊
娠
し
て
い
る
人
。

∴∵　∴二∵∴∵∵∴

いのうえ　なわと

井上　直登くん

昭和58年11月2日生

（栄靖子）さんの長男

僕、体重11毎ちょっと太り

すぎだと言われるんだ。でも、

元気だしハイハイも速いんだ

ヨ。優しく、たくましく育っ

てね－て、母さん……。

（梅ノ木団地16棟）

まつした　　　み　‾つ　よ

松下　美鶴代ちゃん

昭和58年10月5日生

（袈葦）さんの長女

もうすぐ誕生日－5、6

歩あるけるんだよ。家では、

いつもお兄ちゃんとオモチャ

の取り合いっこ。愛らしく誰

からも好かれる素直な娘に育

ってね……母。

（おかの台団地3棟）



水
巻
昔
ば
な
し

石
　
炭
　
物
　
語
　
詞

掘

　

子

　

哀

唐
十
が
ヤ
マ
を
去
っ
て
二
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

相
変
わ
ら
ず
丁
場
で
は
愉
快
な
日
々
を
お
く
る
、
そ
の

日
暮
ら
し
の
親
子
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
も
う
、
こ

の
こ
ろ
に
な
る
と
唐
十
と
お
り
ん
の
こ
と
を
口
に
す
る
者

は
な
く
、
み
ん
な
年
の
節
目
で
あ
る
正
月
を
迎
え
る
準
備

に
い
そ
が
し
か
っ
た
。

ヤ
マ
の
正
月
は
、
半
六
爺
さ
ん
の
家
に
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
年
始
挨
拶
へ
行
く
の
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
あ
と
掘
子
た

ば

く

ち

ち
は
納
屋
で
お
も
い
お
も
い
に
酒
と
博
美
で
す
ご
す
が
、

な
か
に
は
体
を
休
め
る
の
が
、
な
に
よ
り
の
正
月
と
い
う

ま
じ
め
な
者
も
い
た
。

楽
し
い
正
月
も
す
ぎ
て
早
咲
き
の
梅
が
ポ
ッ
リ
、
ポ
ッ

リ
と
咲
い
た
、
あ
る
日
の
夕
方
、
す
で
に
忘
れ
ら
れ
て
い

た
唐
十
が
ひ
ょ
っ
こ
り
丁
場
へ
帰
っ
て
き
た
。
二
年
の
あ

い
だ
苦
労
し
た
で
あ
ろ
う
、
前
よ
り
は
ず
い
ぶ
ん
年
を
と

っ
た
感
じ
、
そ
れ
も
出
発
の
と
き
に
、
み
ん
な
で
贈
っ
た

石
の
お
大
師
さ
ま
を
首
か
ら
吊
し
て
の
遍
路
姿
。

「
唐
十
、
よ
く
帰
っ
て
き
た
。
さ
ぞ
寒
か
っ
た
で
あ
ろ

い
ろ
．
・
り

う
、
早
く
囲
炉
裏
の
そ
ば
へ
こ
い
、
飯
も
あ
れ
ば
ド
プ
ロ

ク
も
あ
る
」

み
ん
な
の
心
か
ら
な
る
歓
待
で
食
事
を
す
ま
せ
た
こ
ろ

む
し
ろ
と

だ
れ
が
知
ら
せ
た
の
か
半
六
爺
さ
ん
が
筐
戸
を
あ
け
て
や

っ
て
き
た
。
唐
十
は
、
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
ド
プ
ロ
ク
の

酔
い
が
手
伝
っ
た
の
か
、
み
ん
な
と
別
れ
た
あ
と
の
こ
と

を
話
し
だ
し
た
。

ふ
ね

「
あ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
と
別
れ
て
、
川
鰐
で
若
松
へ
行

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
松
山
へ
行
く
焚
石
船
に
乗
せ
て
も

話
　
糊

ら
う
た
め
に
、
若
松
で
一
カ
月
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
あ
い

だ
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
遍
路
姿
の
お
か
げ
で
、
食

べ
る
に
は
不
自
由
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
、
わ
た
し

が
松
山
か
ら
き
た
と
き
の
船
が
入
港
し
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

松
山
へ
着
く
と
、
な
に
は
と
も
あ
れ
姉
の
と
こ
ろ
へ
行

き
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
姉
は
前
の
年
の
夏
、

大
阪
へ
く
ら
替
え
さ
せ
ら
れ
て
松
山
に
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ん
で
も
姉
は
肺
を
わ
ず
ら
っ
て
客
を
思
う
よ
う
に

と
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
く
ら
替
え
さ
せ
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
わ
た
し
は
、
な
ん

の
た
め
に
今
ま
で
苦
労
を
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
を
思
う

の
ど

と
体
か
ら
力
が
抜
け
て
、
二
、
三
日
は
食
事
も
喉
を
通
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
足
で
大
阪
へ
い
く
こ
と

を
考
え
ま
し
た
が
、
目
の
み
え
な
い
今
と
な
っ
て
は
そ
れ

も
か
な
わ
ず
、
ひ
と
ま
ず
両
親
の
と
こ
ろ
へ
帰
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

い
ち
ど
通
っ
た
道
と
は
い
え
目
の
み
え
な
い
不
自
由
さ

尋
ね
尋
ね
て
帰
っ
て
み
る
と
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
、

い

ろ

ｈ

ソ

両
親
は
今
ま
で
の
苦
労
が
重
な
っ
て
去
年
の
冬
、
囲
炉
裏

の
そ
ば
で
折
り
重
な
る
よ
う
に
し
て
死
ん
で
い
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

そ
の
た
め
家
は
庄
屋
の
計
ら
い
で
他
の
小
作
人
が
住
ん

で
い
ま
し
た
の
で
、
わ
た
し
は
ひ
と
ま
ず
両
親
を
埋
め
た

丸
Ｈ
と
；
ノ

丘
に
小
屋
を
建
て
て
、
そ
こ
で
両
親
を
回
向
す
、
る
か
た
わ

ら
姉
の
消
息
を
待
ち
ま
し
た
。
半
年
ほ
ど
し
て
大
阪
へ
出

こ

び

墓

稼
ぎ
に
い
っ
た
村
の
木
挽
き
ん
か
な
姉
は
病
気
で
死
ん

で
い
た
と
の
知
ら
せ
が
と
ど
き
ま
し
た
。
間
も
な
く
姉
の

遺
髪
を
木
挽
き
ん
が
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、

わ
た
し
は
両
親
と
姉
、
そ
れ
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
墓
を
た

て
て
、
あ
ま
っ
た
お
金
で
お
寺
さ
ん
に
永
代
供
養
を
お
顧

い
し
て
、
す
べ
て
を
す
ま
せ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
こ
れ
で
故
郷
で
の
役
目
が
す
べ
て
終
わ
っ

た
と
思
う
と
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
今
ま
で
苦
労
を
し
て

き
た
机
の
丁
場
が
無
精
に
恋
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
よ

く
昔
の
人
は
『
苦
労
し
た
と
こ
ろ
が
、
な
つ
か
し
く
な
る
』

と
申
し
ま
す
が
、
わ
た
し
の
よ
う
に
目
の
み
え
な
い
者
で

も
、
せ
め
て
み
な
さ
ん
の
声
だ
け
で
も
と
思
っ
て
、
は
る

ば
る
こ
こ
へ
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
思
い
残
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
日
、
こ
こ
を
た
っ
て
西
へ
遍
路

の
旅
を
つ
づ
け
て
回
向
を
重
ね
て
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま

す
」
話
お
わ
っ
た
唐
十
は
、
つ
づ
い
て
お
り
ん
の
こ
と
を

尋
ね
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
前
に
半
六
爺
さ
ん
が
話
を
出

し
た
。「

と
こ
ろ
で
お
り
ん
で
あ
る
が
、
あ
の
と
き
、
お
前
と

の
別
れ
が
よ
ほ
ど
つ
ら
か
っ
た
と
み
え
て
、
翌
日
か
ら
仕

事
を
休
ん
で
い
た
が
、
十
日
は
ど
し
て
辞
め
る
と
い
っ
て

こ
こ
を
去
っ
て
い
っ
た
。
あ
と
で
芦
屋
の
船
東
衆
か
ら
聞

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
芦
屋
か
ら
の
船
便
で
唐
津
へ
帰
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
西
へ
行
く
の
で
あ
れ
ば
唐
津
の
お
り

ん
の
と
こ
ろ
へ
立
ち
よ
る
が
よ
い
」

そ
の
夜
、
唐
十
は
昔
の
仲
間
と
会
え
た
の
が
、
よ
ほ
ど

う
れ
し
か
っ
た
と
み
え
て
、
い
つ
に
な
く
は
し
ゃ
い
で
囲

炉
裏
の
火
が
消
え
る
ま
で
み
ん
な
と
話
を
し
て
い
た
。
そ

の
う
ち
ド
プ
ロ
ク
の
酔
い
が
回
っ
た
の
か
、
ひ
と
り
寝
、

ふ
た
り
寝
し
て
、
あ
と
は
夢
の
世
界
へ
み
ん
な
す
い
込
ま

れ
て
い
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
つ
く
）

．1－

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
田
貞
志

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

ロ
編
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
ト
4
3
2
1
）
　
（

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


